
 

出雲市立地適正化計画の検討状況について 

 

令和９年度の策定・公表を予定している出雲市立地適正化計画の検討状況につい

て、下記のとおり報告します。 

 

記 

１　立地適正化計画について 

　出雲市都市計画マスタープランに目標として掲げるコンパクト・プラス・ネット

ワークのまちづくりを実現化するための具体的な施策を示す計画。各地域において、

居住機能や医療・福祉、商業等の都市機能の集約を図るエリアを定め、施策を講じ

ることで都市全体の持続性を高める。 

 

２　経緯 

　令和６年　９月　　立地適正化計画を策定することについて議会報告 

　令和７年　９月　　出雲市都市計画マスタープラン策定 

　令和７年１０月～　立地適正化計画策定に向けた検討開始 

 

３　令和７年度実施内容及び結果の概要（詳細は別添資料のとおり。） 

⑴実施内容 

現状把握、分析、課題抽出 

　⑵分析項目 

　　人口動態、土地利用・開発動向、都市施設、財政、都市機能施設、 

公共交通、地価、流動、産業・観光、災害リスク 

　⑶主な分析結果 

 分析項目 分析内容

 
人口動態

○人口 30 人/ha 以上の拠点地区が各地域に存在。用途地域外にも広く分

布。 

○人口集中地区は出雲地域では面積が拡大。平田・大社地域では消滅。

 
土地利用・ 

開発動向

○用途地域内は都市的土地利用が約８割。用途地域外（都市計画区域内）

は自然的土地利用が約８割。 

○農地転用、新築は用途地域内外を問わず広く分布し、新築件数は用途地

域外（都市計画区域内）が用途地域内を上回っている。
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⑷　コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくりに向けた課題 

　　課題①　市街地における人口密度の維持と利便性の高い居住地の形成 

　　課題②　誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる環境づくり 

　　課題③　生活拠点をつなぐ公共交通ネットワークの構築 

　　課題④　市外への人口流出を抑制し、市の発展を支える都市拠点の機能充実 

　　課題⑤　自然災害に対する安全な暮らしの確保 

 

４　今後の予定 

　令和８年度　基本方針、居住誘導区域、都市機能誘導区域・施設、 

　　　　　　　防災指針、評価指標の検討 

（策定検討委員会、都市計画審議会の開催等） 

　令和９年度　パブリックコメント、住民説明会の開催、計画決定・公表 

（策定検討委員会、都市計画審議会の開催等）

分析項目 分析内容

 
都市施設

○都市計画道路の整備率は９割を超え、県内第３位の水準。 

○汚水処理人口普及率は９割を超え、県平均を上回っている。

 財政 ○今後公共施設の改修・更新費用の大幅な増加が見込まれる。

 
都市機能 

施設

○行政施設を除く医療、教育、金融、介護・福祉、子育て、商業、文化施

設で、徒歩圏人口カバー率が用途地域内の８割を超える。 

○用途地域を中心に合併前市町の全てにおいて、上記８施設全てが徒歩圏

内に含まれる地域が存在。（各地域に拠点性を有するエリアが存在）

 公共交通 ○鉄道駅・バス停の徒歩圏（500ｍ圏）外の人口割合は、市全体で約 25％。

 
地価

○住宅地、商業地ともに、用途地域内の地価は用途地域外（都市計画区域

内）の約２倍の水準であり、近年微増傾向。

 
流動

○通勤通学流動は周辺自治体とのつながりが強い。 

○出雲地域への通院・買物依存度が高い。

 
産業・観光

○農業産出額は県内第１位、工業従業者数、製造品出荷額は増加傾向。と

もに県内第１位。商業従業者数、商品販売額は増加傾向。 

○観光客数はコロナ以前の水準まで回復しており、県内第１位。

 
災害 

リスク

○過去に多くの風水害、地震被害が発生している。 

○洪水浸水想定では、計画規模、想定最大規模ともに用途地域を含む平野

部の多くが浸水想定区域に含まれる。（浸水深は３ｍ未満が大半） 

○土砂災害（特別）警戒区域の一部は用途地域の一部にも存在。
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6

95,
322

11,
757

12,
430

13,
782

21,
103

16,
349

9,1
60

11,
162

16,
683

134
2,1

00

31,
306

33,
847

0

20,
000

40,
000

60,
000

80,
000

100
,00

0

120
,00

0

H2
3

H2
6

H2
9

R2
R5

歳出(百万円)

合計
人件

費
扶助

費
公債

費
普通

建設
事業

費
その

他の
投資

的経
費

その
他行

政経
費

課
題
①

出
典
：
財
政
状
況
資
料
集

出
典
：
財
政
状
況
資
料
集



４
．
財
政
　
～
公
共
施
設
の
状
況
～

8

公
共
施
設
の
人
口
一
人
当
た
り
面
積
は
類
似
団
体
の
約
1
.２
倍
、
イ
ン
フ
ラ
の
資
産
保
有
量
は
約
1
.7
倍

今
後
公
共
施
設
の
改
修
・
更
新
費
用
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る

＜
人
口
一
人
当
た
り
の
公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
保
有
量
＞

＜
更
新
等
に
か
か
る
将
来
経
費
の
推
計
＞

（
令
和
５
年
度
・
公
営
企
業
会
計
分
を
除
く
）

出
典
：
出
雲
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（

R8
.3
改
訂
）

課
題
①

出
典
：
出
雲
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（

R7
改
訂
）

1.
2倍

1.
7倍



５
．
都
市
機
能
施
設

9

医
療
、
教
育
、
金
融
、
介
護
・
福
祉
、
子
育
て
、
商
業
、
文
化
施
設
で
徒
歩
圏
人
口
カ
バ
ー
率
が
用
途
地
域
内
の
８

割
を
超
え
る
。

用
途
地
域
を
中
心
に
各
地
域
に
お
い
て
、
上
記
に
行
政
施
設
を
加
え
た
８
施
設
が
徒
歩
圏
に
含
ま
れ
る
エ
リ
ア
が
存

在
。
（
各
地
域
に
拠
点
性
を
有
す
る
エ
リ
ア
が
存
在
）

＜
施
設
の
充
足
状
況
＞

＜
都
市
機
能
施
設
の
状
況
＞

課
題
②
④



６
．
公
共
交
通

10

鉄
道
駅
・
バ
ス
停
の
徒
歩
圏
外
（
5
0
0
m
圏
外
）
人
口

割
合
は
、
出
雲
市
全
体
で
約
2
5
％

地
域
別
で
は
斐
川
地
域
で
６
割
を
超
え
る
も
の
の
、
そ

の
他
の
地
域
で
は
３
割
以
下
と
低
い

＜
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
＞

≪
鉄
道
駅
・
バ
ス
停
50
0ｍ
圏
内
と
人
口
分
布
の
重
ね
図
≫

2,
54

8
2,

58
6

2,
58

4
2,

51
8

1,
69

7
1,

75
6

2,
16

6
2,

28
5

69
0

77
4

76
4

75
3

54
2

57
5

69
2

75
3

53
9

53
2

57
2

61
1

44
6

47
4

50
2

47
3

37
4

47
3

39
1

34
2

21
5

24
0

35
1

47
8

4,
15

1
4,

36
5

4,
31

1
4,

22
4

2,
90

0
3,

04
5

3,
71

1
3,

98
9

0

1,
00

0

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

5,
00

0

H
28

H
29

H
30

R1
R2

R3
R4

R5

一
畑

電
車

出
雲

大
社

前
駅

一
畑

電
車

雲
州

平
田

駅
一

畑
電

車
電

鉄
出

雲
市

駅
JR

出
雲

市
駅

(人
)

≪
鉄
道
駅
乗
降
人
員
の
推
移
≫

52
8,

94
2

44
5,

06
1

43
3,

99
3

42
6,

57
2

33
2,

35
6

29
7,

98
3

31
5,

34
9

44
2,

42
3

0

20
0,

00
0

40
0,

00
0

60
0,

00
0

H
28

H
29

H
30

R1
R2

R3
R4

R5

バ
ス

利
用

者
数

(人
)

≪
バ
ス
利
用
者
数
の
推
移
≫

出
典
：
出
雲
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（

R７
）

＜
鉄
道
駅
乗
降
人
員
・
バ
ス
利
用
者
数
の
推
移
＞

課
題
③

出
典
：
出
雲
市
地
域
公
共
交
通
計
画
（

R5
）



７
．
地
価

11

住
宅
地
、
商
業
地
と
も
に
、
用
途
地
域
内
の
地
価
は
用
途
地
域
外
（
都
市
計
画
区
域
内
）
の
約
２
倍
の
水
準
で
あ
り
、

近
年
微
増
傾
向
。

＜
平
均
地
価
の
推
移
＞

30
,6

74
30

,3
74

30
,1

74
30

,0
57

29
,9

30
29

,8
04

29
,7

70
29

,8
91

30
,0

30
30

,1
91

16
,4

16
16

,2
64

16
,1

53
16

,0
67

15
,9

71
15

,8
70

15
,8

19
15

,7
69

15
,7

64
15

,7
54

4,
37

5
4,

32
5

4,
27

5
4,

22
5

4,
17

5
4,

10
0

4,
00

0
3,

90
0

3,
85

0
3,

80
0

0

5,
00

0

10
,0

00

15
,0

00

20
,0

00

25
,0

00

30
,0

00

35
,0

00

H2
8

(2
01

6)
H2

9
(2

01
7)

H3
0

(2
01

8)
R1

(2
01

9)
R2

(2
02

0)
R3

(2
02

1)
R4

(2
02

2)
R5

(2
02

3)
R6

(2
02

4)
R7

(2
02

5)

(円
/㎡

)

用
途

地
域

内
用

途
地

域
外

（
都

市
計

画
区

域
内

）
都

市
計

画
区

域
外

≪
商
業
地
≫

51
,1

92
50

,7
31

50
,4

31
50

,2
69

50
,0

38
49

,7
92

49
,7

15
49

,8
92

50
,2

00
50

,4
77

30
,3

75
29

,9
25

29
,6

25
29

,3
50

29
,1

00
28

,8
25

28
,5

75
28

,4
00

28
,3

00
28

,2
00

9,
20

0
9,

00
0

8,
80

0
8,

60
0

8,
35

0
8,

10
0

7,
90

0
7,

80
0

7,
70

0
7,

60
0

0

10
,0

00

20
,0

00

30
,0

00

40
,0

00

50
,0

00

60
,0

00

H2
8

(2
01

6)
H2

9
(2

01
7)

H3
0

(2
01

8)
R1

(2
01

9)
R2

(2
02

0)
R3

(2
02

1)
R4

(2
02

2)
R5

(2
02

3)
R6

(2
02

4)
R7

(2
02

5)

(円
/㎡

)

用
途

地
域

内
用

途
地

域
外

（
都

市
計

画
区

域
内

）
都

市
計

画
区

域
外

≪
住
宅
地
≫

課
題
④

出
典
：
国
土
数
値
情
報
（

H2
8〜

R7
）

出
典
：
国
土
数
値
情
報
（

H2
8〜

R7
）



８
．
流
動
　
～
通
勤
通
学
、
通
勤
通
学
者
の
移
動
手
段
、
生
活
に
関
わ
る
移
動
状
況
～

12

通
勤
通
学
流
動
は
周
辺
自
治
体
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

通
勤
通
学
時
の
移
動
手
段
は
自
家
用
車
が
約
８
割
を
占
め
る
。

出
雲
地
域
へ
の
通
院
・
買
い
物
依
存
度
が
高
い
。

＜
通
勤
通
学
流
動
＞

＜
通
勤
通
学
者
の
移
動
手
段
＞

＜
生
活
に
関
わ
る
移
動
状
況
＞

≪
出
雲
市
在
住
者
≫

（
出
雲
市
内
に
就
業
就
学
）

≪
出
雲
市
在
住
者
≫

（
出
雲
市
外
に
就
業
就
学
）

≪
出
雲
市
外
居
住
者
≫

（
出
雲
市
内
に
就
業
就
学
）

≪
通
院
目
的
の
移
動
状
況
≫

≪
買
物
目
的
の
移
動
状
況
≫

徒
歩

だ
け

, 
5.

5%
鉄

道
･電

車
, 

1.
7%

勤
め

先
･

学
校

の
バ

ス
, 

1.
2%

自
家

用
車

, 
78

.4
%

自
転

車
, 

10
.2

%

鉄
道

･電
車

, 
11

.3
%

乗
合

バ
ス,

 
1.

7%

自
家

用
車

, 
78

.2
%

自
転

車
, 

3.
8%

そ
の

他
, 

2.
2%

不
詳

, 
1.

0%
鉄

道
･電

車
, 

4.
9%

自
家

用
車

, 
88

.6
%

自
転

車
, 

2.
6%

その
他

, 
1.

9%

課
題
④

出
典
：
国
勢
調
査
（

R2
）

出
典
：
国
勢
調
査
（

H2
2・

R2
）

出
典
：
出
雲
市
地
域
公
共
交
通
計
画
（

R5
）



９
．
産
業
・
観
光
　
～
全
体
就
業
者
数
、
農
業
～

13

全
体
の
就
業
者
数
は
増
加
傾
向
。
産
業
別
就
業
者
割
合
は
、
一
次
が
減
少
、
二
次
が
横
ば
い
、
三
次
が
微
増
傾
向
。

農
家
数
、
耕
地
面
積
は
減
少
傾
向
。
農
業
産
出
額
は
県
内
第
１
位

＜
就
業
者
数
及
び
産
業
別
就
業
者
割
合
の
推
移
＞

＜
農
家
数
及
び
耕
地
面
積
の
推
移
＞

出
典
：
農
林
業
セ
ン
サ
ス

出
典
：
国
勢
調
査

課
題
④

8.
9

6.
8

6.
4

5.
4

28
.2

27
.5

27
.3

28
.4

62
.9

65
.7

66
.3

66
.2

87
,3

32
81

,8
08

84
,2

81
85

,1
63

0.
0

20
.0

40
.0

60
.0

80
.0

10
0.

0

H1
7

H2
2

H2
7

R2
020

,0
00

40
,0

00

60
,0

00

80
,0

00

10
0,

00
0

  

第
1次

産
業

第
2次

産
業

第
3次

産
業

総
計

(％
)

（
人

)

9,
18

5
8,

09
6

6,
81

3

5,
56

1
6,

53
2

5,
44

7
4,

65
3

3,
79

3

0

2,
50

0

5,
00

0

7,
50

0

10
,0

00

H1
7

H2
2

H2
7

R2
02,

50
0

5,
00

0

7,
50

0

10
,0

00

総
農

家
数

経
営

耕
地

面
積

(戸
)

(h
a)



９
．
産
業
・
観
光
　
～
工
業
、
商
業
、
観
光
～

14

工
業
従
業
者
数
、
製
造
品
出
荷
額
は
増
加
傾
向
。
製
造
品
出
荷
額
は
県
内
第
１
位

商
業
従
業
者
数
、
商
品
販
売
額
は
増
加
傾
向
。
商
品
販
売
額
は
小
売
、
卸
売
と
も
に
県
内
第
２
位

観
光
客
数
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
お
り
、
県
内
１
位

＜
工
業
＞

＜
商
業
＞

出
典
：
経
済
セ
ン
サ
ス

出
典
：
工
業
統
計
調
査

13
,3

06
13

,6
02

14
,3

11
14

,6
01

14
,8

52
15

,1
44

32
5

30
0

29
5

29
7

29
6

25
6

4,
18

5
4,

25
7

4,
66

8
5,

35
0

5,
58

4
5,

49
7

01,
50

0

3,
00

0

4,
50

0

6,
00

0

0

5,
00

0

10
,0

00

15
,0

00

20
,0

00

H
27

H
28

H2
9

H3
0

R1
R2

従
業

者
数

事
業

所
数

製
造

品
出

荷
額

(事
業

所
･億

円
)

(人
)

11
,6

03
11

,8
43

12
,6

81

2,
00

5
1,

87
5

1,
79

2

2,
83

5
3,

05
7

3,
24

8

01,
00

0

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

0

5,
00

0

10
,0

00

15
,0

00

20
,0

00

H2
4

H2
8

R3

従
業

者
数

事
業

所
数

年
間

商
品

販
売

額

(事
業

所
・億

円
)

(人
)

＜
観
光
＞

出
典
：
島
根
県
観
光
動
態
調
査

1
1
,9

84
11

,9
8
3

1
1,

6
19

1
2
,4

8
9

8,
7
88

8
,5

3
1

10
,5

0
1

1
2
,0

88
11

,7
1
8

6
18

6
7
9

7
47

7
9
5

55
1

5
8
5

72
3

8
40

85
2

0

5
,0

00

1
0,

00
0

1
5,

00
0

H
2
8

H
29

H
3
0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

入
込

客
延

べ
数

宿
泊

客
延

べ
数

(千
人

)

課
題
④



1
0
．
災
害
リ
ス
ク
　
～
災
害
履
歴
～

15

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
風
水
害
が
発
生
。
特
に
近
年
は
被
害
が
頻
発
化
。

地
震
に
よ
る
被
害
も
多
く
発
生
し
て
お
り
、
地
震
へ
の
備
え
も
必
要
。

出
典
：
出
雲
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

課
題
⑤

【種
別
】
発
生
年
月

被
害
状
況
の
概
要

【豪
雨
】

昭
和
3
6
年
7
月

死
者
８
名
、
全
壊
2
9
戸
、
半
壊
4
7
戸
、

床
上
浸
水
5
1
1
戸
等

【豪
雨
】

昭
和
3
9
年
7
月

死
者
・
不
明
者
7
9
名
、
全
壊
2
7
2
戸
、

半
壊
2
2
4
戸
、
床
上
浸
水
2
,9
3
2
戸
、

床
下
浸
水
8
,8
9
3
戸
等

【暴
風
雨
（
台
風
）
】

昭
和
4
7
年
7
月

全
壊
９
戸
、
半
壊
2
3
戸
、
床
上
浸
水
2
,0
6
3
戸
、

床
下
浸
水
2
,6
5
2
戸
等

【台
風
】

平
成
3
年
9
月

全
壊
１
戸
、
半
壊
4
6
戸
、
停
電
は
市
内
全
地
区
、

不
通
電
話
8
0
7
件
等

【豪
雨
】

平
成
9
年
7
月

全
壊
１
戸
、
半
壊
２
戸
、
床
上
浸
水
1
2
戸
、

床
下
浸
水
4
8
4
戸
等

【豪
雨
】

平
成
1
8
年
7
月

死
者
３
名
、
半
壊
２
戸
、
床
上
浸
水
1
3
3
戸
、

床
下
浸
水
7
0
戸
等

【豪
雨
】

令
和
3
年
7
月

全
壊
１
戸
、
半
壊
８
戸
、
床
上
浸
水
4
5
戸
、

床
下
浸
水
2
8
1
戸

【豪
雨
】

令
和
5
年
7
月

死
者
１
名
、
床
上
浸
水
９
戸
、
床
下
浸
水
7
1
戸
等

【豪
雨
】

令
和
6
年
7
月

床
上
浸
水
７
戸
、
床
下
浸
水
7
2
戸
等

＜
風
水
害
（
土
砂
災
害
）
＞

＜
地
震
＞ 【名
称
】
発
生
年
月

被
害
状
況
の
概
要

【昭
和
南
海
地
震
】

昭
和
2
1
年
1
2
月

M
8
.0

家
屋
倒
壊
１
０
０
棟
ほ
か

【島
根
県
中
部
地
震
】

昭
和
5
3
年
６
月

M
6
.1

住
家
一
部
損
壊
１
８
棟
ほ
か

【日
本
海
中
部
地
震
】

昭
和
5
8
年
5
月

M
7
.7

海
底
露
出
に
よ
る
漁
船
被
害

【北
海
道
南
西
沖
地
震
】

平
成
５
年
7
月

M
7
.8

津
波
被
害
（
隠
岐
・
島
根
半
島
等
）

【鳥
取
県
西
部
地
震
】

平
成
1
2
年
1
0
月

M
7
.3

震
度
４

【島
根
県
西
部
を
震
源
と
す
る
地
震
】

平
成
3
0
年
４
月

M
6
.1

震
度
５
弱
　
軽
傷
者
３
名

【島
根
県
東
部
を
震
源
と
す
る
地
震
】

令
和
８
年
１
月

M
6
.4

震
度
４
　
住
家
一
部
損
壊
９
棟



1
0
．
災
害
リ
ス
ク
　
～
洪
水
浸
水
想
定
区
域
、
家
屋
倒
壊
等
氾
濫
想
定
区
域
、
土
砂
災
害
等
警
戒
区
域
～
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洪
水
浸
水
想
定
で
は
、
計
画
規
模
、
想
定
最
大
規
模
と
も
に
用
途
地
域
を
含
む
平
野
部
の
多
く
が
浸
水
想
定
区
域
に

含
ま
れ
る
。

家
屋
倒
壊
等
氾
濫
想
定
区
域
及
び
土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
の
一
部
が
用
途
地
域
の
一
部
に
存
在

＜
洪
水
浸
水
想
定
区
域
（
想
定
最
大
規
模
）
＞

＜
家
屋
倒
壊
等
氾
濫
想
定
区
域

（
洪
水
氾
濫
・
河
岸
浸
食
）
＞

出
典
：
出
雲
市
資
料

＜
土
砂
災
害
等
警
戒
区
域
＞

課
題
⑤



課
題
整
理

現
状
分
析
を
踏
ま
え
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
５
つ
の
課
題

を
整
理
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１
市
街
地
に
お
け
る
人
口
密
度
の
維
持
と
利
便
性
の
高
い
居
住
地
の
形
成

•
将

来
に

わ
た

っ
て

利
便

性
の

高
い

都
市

サ
ー

ビ
ス

が
継

続
で

き
る

よ
う

、
土

地
利

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
や

都
市

機
能

の
適

正
配

置
に

よ
り

「
コ

ン
パ

ク
ト

・
プ

ラ
ス

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

の
考

え
に

基
づ

い
た

都
市

構
造

へ
の

転
換

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
•

無
秩

序
な

開
発

を
抑

制
し

つ
つ

、
都

市
基

盤
が

整
っ

た
利

便
性

の
高

い
居

住
地

を
形

成
す

る
必

要
が

あ
る

。

２
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

•
山

間
部

や
沿

岸
部

の
周

辺
地

域
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

維
持

や
生

活
を

支
え

る
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

が
困

難
に

な
る

お
そ

れ
が

あ
る

中
、

各
地

域
に

お
い

て
日

常
生

活
に

必
要

な
身

近
な

機
能

を
備

え
た

生
活

拠
点

の
維

持
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

３
生
活
拠
点
を
つ
な
ぐ
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

•
若

者
や

高
齢

者
を

は
じ

め
、

誰
も

が
移

動
し

や
す

い
環

境
を

整
え

る
と

と
も

に
、

本
市

の
状

況
に

合
わ

せ
た

地
域

間
の

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
こ

と
が

必
要

。

４
市
外
へ
の
人
口
流
出
を
抑
制
し
、
市
の
発
展
を
支
え
る
都
市
拠
点
の
機
能
充
実

•
中

核
都

市
拠

点
及

び
地

域
都

市
拠

点
に

お
い

て
、

市
や

地
域

の
発

展
を

支
え

る
た

め
に

必
要

な
都

市
機

能
の

維
持

・
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

•
都

市
施

設
が

整
っ

た
用

途
地

域
内

に
お

い
て

は
、

高
い

快
適

性
と

利
便

性
を

備
え

た
質

の
高

い
居

住
地

の
形

成
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

５
自
然
災
害
に
対
す
る
安
全
な
暮
ら
し
の
確
保

•
今

後
起

こ
り

う
る

自
然

災
害

に
対

す
る

防
災

・
減

災
対

策
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
•

災
害

リ
ス

ク
の

低
い

地
域

へ
の

都
市

機
能

や
居

住
の

誘
導

を
図

る
等

、
都

市
機

能
の

適
正

化
が

必
要

。
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